
                                     

平成27年８月13日 

各 位 

会 社 名 あかつきフィナンシャルグループ株式会社  

代表者名 代表取締役社長  島  根  秀  明 

（コード ８７３７ 東証第２部） 

問合せ先 取締役執行役員社長室長 川中 雅浩 

（ T E L  0 3－ 6 8 2 1－ 0 6 0 6） 

 

連結子会社（ウェルス・マネジメント株式会社）グループによる 

京都におけるホテル開発事業に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社であるウェルス・マネジメント株式会社（以下「WM社」といいます。）及び

WM社の連結子会社であるリシェス・マネジメント株式会社（以下「RIC社」といい、「WM社」と

「RIC社」の両社を合わせて「WMグループ」といいます。）は、本日開催の取締役会において、

外部資本との共同でのホテル開発事業を開始することを決議しましたので、お知らせ致します。 

 

記 

１．本件の概要 

本件の概要につきましては、WM社の本日付けプレスリリース「京都におけるホテル開発事

業に関するお知らせ」をご覧ください。 

 

２．本事業を行う子会社等の概要 

（１） 名称 ウェルス・マネジメント㈱ リシェス・マネジメント㈱ 

（２） 所在地 東京都港区赤坂1丁目12番32号 東京都港区赤坂1丁目12番32号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 千野 和俊 代表取締役 千野 和俊 

（４） 事業内容 不動産金融事業 不動産金融事業 

（５） 資本金 880百万円 63百万円 

（６） 大株主及び持株比率 ｷｬﾋﾟﾀﾙ・ｴﾝｼﾞﾝ㈱ 42.56％ 

（当社間接所有 42.56％） 

ｳｪﾙｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱ 100％ 

 

３．今後のスケジュール 

本再開発事業に関する契約の締結：平成27年８月13日 

着工予定時期：平成28年４月 

竣工予定時期：平成29年３月 

ホテル開業予定時期：平成29年４月 

 

４．今後の見通し 

当期の連結業績への影響は、軽微であります。 

また、ホテル開業後はWMグループにおいてホテルの運営及びアセットマネジメント業務の

受託を検討しており、連結売上高として年間10億円程度を見込んでおります。 

以 上 

 

（添付資料） 

WM社プレスリリース「京都におけるホテル開発事業に関するお知らせ」 
 



 

平成27年８月13日 

 

各 位 

 

ウェルス・マネジメント株式会社 
 代表者 代表取締役社長 千 野 和 俊 
（コード番号:3772 東証マザーズ） 
問合せ先 総務部 グループ長 木村 健太郎 
（ 電 話 番 号  0 3 - 6 2 2 9 - 2 1 4 0） 

 

京都におけるホテル開発事業に関するお知らせ 

 

 
当社及び当社連結子会社であるリシェス・マネジメント株式会社は、本日開催の取締役会において、外部資

本との共同でのホテル開発事業を開始することを決議しましたので、お知らせ致します。 

 

記 

 

 １．本件の概要等 

(1)概要 

本件は当社及び当社連結子会社であるリシェス・マネジメント株式会社が外部投資家との共同事業により

京都市内に所在する宿泊施設（以下、「現施設」といいます。）を取得し、今後再開発（現施設の解体及び新

規ホテルの建築を予定しており、再開発後の客室数は166室を計画しております。）を行う共同事業に係る基

本協定を締結するものであります。 

今後は、当該基本協定に基づき外部の投資家と私募形式によるホテルファンドを組成し、平成29年４月頃

を予定する竣工後には当社グループによるホテルの運営及びアセットマネジメント業務の受託も検討して

おります。 

 

(2)規模 

  総額 66億円（予定） 

上記金額のうち、当社による出資は８億円程度を予定しております。なお、今後は本ファンドによる銀

行からのノンリコース借入と外部資本の調達により、当社の最終的なエクイティへの出資割合は約45％を

予定しております。 

 

２．今後のスケジュール 

本再開発事業に関する契約の締結：平成27年８月13日 

着工予定時期：平成28年４月 

竣工予定時期：平成29年３月 

ホテル開業予定時期：平成29年４月 

 

３．今後の見通し 

当期の連結業績への影響は、軽微であります。 

また、ホテル開業後はホテルの運営及びアセットマネジメント業務の受託も検討しており、連結売上高と

して年間10億円程度を見込んでおります。 

なお、当期の業績見通しについては、本日発表の「平成28年３月期にかかる連結業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照いただけますようお願いいたします。 

以 上 

  


